
社会にヴィジョンが共有されない
政治-国⺠間で『信頼』が育まれない

社会にヴィジョンが共有される
政治-国⺠間で『信頼』が育まれる

© HammerBird 2021 

・解決すべき社会課題

・課題解決のための仕組み/サービス

・仕組み/サービスが必要とされる必然性

さまざまな立場の違いを超えて、国民的議論、地域を挙げた議論を行うコミュニケーションが存在しない

『ひとりひとりが対等な関係で参加し、データやファクトを踏まえて責任を持って意思表示し、相互参照できる』
信頼構築のコミュニケーション

SDGs、Society5.0、DX、改憲、ポストコロナウイルスへの対応など、国民的議論、地域を挙げた議論の実現が急務

誰もが、いつでもどこでも社会課題について知り、学び、考え、意思表示することで国民的議論、地域を挙げた議論を実現する

課題解決型輿論ニュースサービス＝『ポリネコ! 』（複数の特許に基づく新しいデジタル民主主義コミュニケーション）

①

②

③

④

社会の分断が
進み、立場を
超えた意思の
疎通が困難。

社会が目指す
形、共通目標
の確立が、
できません。

テレビ、新聞の
社会への影響度
は低下しており、
回答者が問われ

ている事象の背
景を知らなくて
も回答できる
世論調査が民意

となる等、社会
課題をじっくり
考える環境その
ものが、社会に

ありません。

そこで、
『ポリネコ!』を
提供することで
現在の情報環境

でバラバラであ
る立場の異なる
人々がメリット
を得つつ、１つ

のコミュニケー
ションに参加で
きるようになり
ます。

すると、
データとファク
トに基づく
お互いの考え、

意思を知ること
ができるように
なり、社会課題
の解決やビジョ

ンの確立が、
可能になります。
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１/２課題解決型

輿論ニュースサービス

『ポリネコ!』の
背景①−④

分断されている私達

機能不全のメディア環境

誰もが参加できる１つの場所

相互理解が進む私達（社会）



実在性が担保された匿名回答（性別、年代、居住エリア、回答履歴）

⑥
意思表⽰の
俯瞰的確認

・
ダイナミック
アクティブ
マッチング

①
国⺠/住⺠に
知ってほしい
データやファクト

②
データや
ファクト
への

理解度確認

④
意思表⽰を
タイプ判定
として
確認

⑤
回答者（住⺠）が
⾏政に伝えたい

意思
（賛意や提案、
疑問や不安も含む）

⑧
回答参加
俯瞰的確認を
踏まえた
アクション
・

フィードバック
（インセンティブ）
（次の回答サイクル）

③
データや
ファクトへの
⼀定の理解度
の上での
意思表⽰

回答データから
コミュニケーション改善 回答クラスター毎

への設問アプローチ

理解度により
おさらいも

⻑短を踏まえ
再考も

テキスト分析から
疑問や不安、提案などに対応

⑦
議会との連携

国⺠的議論
による
社会課題
への対応
・

ビジョンの
確⽴
共有
更新

Build

Share

Update
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2021年1２月
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２/２

⺠意（輿論）と政治
とのシンクロ確認

課題解決型輿論ニュースサービス

・ 『ポリネコ!』では、記事や動画を読み、視聴し（①）つつ、回答プロセス（②-④）で意思表示することができます。

・他の回答者の回答も相互参照すること（⑥）ができ、国会や地方議会とのシンクロ率を確認すること（⑦）ができます。

・このプロセス（⑧）によって、データやファクトを踏まえた輿論による国民的議論、地域を挙げた議論が実現できます。（特許取得済み）

・従来のニュースでは、記事や番組を読んだり視聴することに留まります。社会課題の解決に参画することができないユーザー体験における

技術的限界を『ポリネコ!』によって克服することができるようになります。

・利用者は、政策や社会課題ごとに自分と同じ考えの政治家や支持層の状態を確認し、エビデンスを踏まえた上での建設的な交流ができるようになります。

基本プロセス

＜回答サイクル＞

（付記）

小規模自治体における
プロトタイプによる展開で

機能の有効性を検証済み
マニフェスト大賞

最優秀戦略コミュニケーション賞受賞
（2016）


